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“ぶつからないクルマ？”
スバルが生んだアイサイトの秘密

樋渡 穣

スバル技術本部

車両研究実験第４部

部長
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社名

富士重工業株式会社
（英訳名：Fuji Heavy Industries Ltd.）創立

1953年（昭和28年）7月15日

主な事業内容
【スバル自動車部門】
軽自動車、小型自動車、普通自動車ならびにその部品の製造、修理および販売
【航空宇宙カンパニー】
航空機、宇宙関連機器ならびにその部品の製造、販売および修理
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中島飛行機（創業：1917年（大正6年5月））中島飛行機（創業：1917年（大正6年5月））
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株式会社 SUBARU                                                         
(英文表記：SUBARU CORPORATION）
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人を中心に据えたクルマ造り人を中心に据えたクルマ造り

先ず人を乗せてクルマを開発

１９５８年
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スバルの目指す究極の目標スバルの目指す究極の目標

「自動車事故をゼロにすること」
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運転支援システム アイサイト運転支援システム アイサイト

ヒトの眼と同じでなければ、ヒトを救えない。



特徴
・歩行者、自転車を、至近距離０ｍまで認識可能
・あらゆる環境下で向上させた認識性能
・認識～車両制御まで全て行う、「一体型センサ」

ステレオカメラ

スバル独自のステレオカメラスバル独自のステレオカメラ
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スバルのステレオカメラの誕生スバルのステレオカメラの誕生

１９８９年 ステレオ法開発

研究テーマはエンジンの
燃焼計測であった．燃焼
室中のガス流動は複雑な
3次元運動をするのに観察
はカメラによるので2次元
である．そこで何とか3次
元で観察できないかと考
えて，思い付いたのが人
間の行なっている立体視，
すなわちステレオカメラで
あった・・・．

元FHI実吉氏（現東工大助
教）

ガス流動の

立体視計測装
置

認識基本回路
ガス流動の

立体視計測装置



2017年 TJA
2020年 AD

スバルの運転支援システムの歴史スバルの運転支援システムの歴史

車載用ステレオカメラの開発開始

ADA (アクティブ・ドライビング・アシスト)を開発・実用化

『アイサイト(ver.2)』を発表

『アイサイトver.3』

世界初世界初

2010年 アイサイト (ver.2)

2008年 アイサイト

1999年 ADA

ADA 改良型を発表
「ステレオカメラ＋ミリ波レーダー」採用

SIレーダークルーズコントロール発表
「レーザーレーダー」採用

次世代ADA=「EyeSight(アイサイト)」を発表
ステレオカメラのみで各種機能実現世界初世界初

27年間にわたって、運転支援システムを開発

ステレオカメラ

1989年
1999年

2003年
2006年

2008年
2010年
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2014年～

2014年
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（台）
EyeSight（ver.2&ver.3） 搭載台数推移<2010年4月～>

ｱｲｻｲﾄ（ver.3）搭載累計台数

ｱｲｻｲﾄ（ver.2）搭載累計台数

ｱｲｻｲﾄ比率(ver.2)

ｱｲｻｲﾄ比率(ver.2+ver.3)

トータル40万台超
装着率90%

国内アイサイト（ver.2+ver.3）累計販売台数国内アイサイト（ver.2+ver.3）累計販売台数
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◆交通事故総合分析センター(ITARDA)のデータをもとに、平成22年～25年に販売された
アイサイトVer.2の装備が可能な車両のうち、平成23年～26年の4年間に発生した事故データ
から独自算出したもの。事故件数は２,２３４件。

◆アイサイト有無での1万台当たりの人身事故件数（4年間）を算出。
対象台数は、アイサイトVer.2有が246,139台、無しが48,085台。

※交通事故総合分析センター(ITARDA)のデータに基づく
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アイサイト(Ver.2)の事故低減効果 ～自動ブレーキは同じではないアイサイト(Ver.2)の事故低減効果 ～自動ブレーキは同じではない

人身事故全体で事故率約6割低減

アイサイト（ver.2）有無での
人身事故率比較（1万台当たり）

アイサイト無し アイサイト有り

1万
台
あ
た
り
の
発
生
件
数
（

4年
間
）

61%低減

200

0

154.1

60.7



自動運転投入計画

スバルは「アイサイト」で実証された
安全性能と信頼性をさらに進化させ、自動運転を実現する。

2020年

車線変更も含めた

高速道路自動運転へ イメージイメージ

来年（2017年）

自動車専用道路の

同一車線上において

レーンをキープする

渋滞追従機能を実現

２０１６年３月７日
アイサイト進化計画をマスコミ発表



自動運転機能の開発
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スバルの人工知能への取り組み

1990                   2000                          2005            2010   2015       2020       202x

進化的

予防安全システ
ム

2020
高速道路
自動運転

知能化技術の活用

2017
高速道路
渋滞時
自動運転

IBM殿との共同開発

202x
より高度な
自動運転

1999
ADA

バーチャル

スキルドライ
バー

2008
アイサイト(ver.1)

製品例

研究例

ADA IVX

2014
アイサイト(ver.3)

ADA
歩行者識別

人工知能

大学との共同研究
画像データの活用

基礎知能化 学習的知能化 高度知能化技術

スバルのステレオカメラの研究は1989年に遡る。
1999年の世界初の自動車用ステレオカメラの量産化以降、
世界最先端の画像処理技術の研究開発を行ってきた。

ビッグデータ、人工知能の時
代が到来。IBM殿と共同で
アイサイト画像のデータサーバ
を導入。

14＜ＩＢＭ製画像サーバー＞

スバルの人工知能への取り組み



■スバルは、長年のアイサイト開発で、２００万キロを超える
世界中の走行画像データを持っている。

■アイサイトの人工知能開発のカギはビッグデータ。
■今回、ＩＢＭ殿のご協力で、膨大な実験データを、統合的に
管理するシステムを構築し、運用を開始した。

サーバー活用イメージ
（ディープラーニングによる認識精度向上）

開発時の映像取得用試験車 取得された距離画像データ（例）

導入したＩＢＭ製画像サーバー

大量の画像データ 人工知能ネットワーク 画像認識
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スバルの人工知能への取り組みスバルの人工知能への取り組み


